
日　本　史



日－1

【問題 1】奈良時代と平安時代の仏教に関する次の文章を読んで、下の問い（問 1～問10）に
答えなさい。

奈良時代には道鏡が 　ア　 禅師や法王となり大きな政治力を発揮するなど、仏教が政治に
介入する弊害が顕著に見られるようになった。そのため、ⓐ桓武天皇による784年の 　イ　 へ
の遷都と794年の平安遷都の際には、ⓑ南都奈良の大寺院が新しい都に移転することはなかっ
た。

桓武天皇や嵯峨天皇はⓒ最澄やⓓ空海らが日本にもたらした新しい仏教を支持した。最澄は
804年に遣唐使に従って入唐し、天台の教えを受けて帰国して、天台宗を開いた。最澄はそれ
までの 　ウ　 戒壇における受戒制度に対して、新たに大乗戒壇の創設をめざした。最澄が開
いた草庵に始まる比叡山 　エ　 は仏教教学の中心となり、平安時代に流行した浄土教を説い
たⓔ源信も 　エ　 で修学した。空海は804年に入唐し、帰国後に高野山 　オ　 を建て、真言
宗を開いた。空海は長安で学んだⓕ密教を日本にもたらし、皇族や貴族たちの支持を集めた。

問 1 　　ア　 にあてはまる語句として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びな
さい。 　 1

①　太政大臣　　　②　左大臣　　　③　右大臣　　　④　内大臣

問 2 　下線部ⓐの「桓武天皇」の事跡として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選
びなさい。 　 2

①　水城・大野城・基肄城を築き、蝦夷を制圧しようとした。
②　勘解由使を設けて、国司交替の際の不正を防いだ。
③　792年に健児の制を実施した。
④　797年に坂上田村麻呂を征夷大将軍に任命した。

問 3 　　イ　 にあてはまる語句として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びな
さい。 　 3

①　藤原京　　　②　長岡京　　　③　恭仁京　　　④　難波京

問 4 　下線部ⓑの「南都奈良の大寺院」として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ
選びなさい。 　 4

①　元興寺　　　②　興福寺　　　③　薬師寺　　　④　法勝寺



日－2

問 5 　下線部ⓒの「最澄」と下線部ⓓの「空海」の出身地の組み合わせとして最も適切なもの
を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 　 5

①　最澄・阿波　　空海・摂津
②　最澄・近江　　空海・讃岐
③　最澄・美濃　　空海・武蔵
④　最澄・安芸　　空海・大和

問 6 　下線部ⓒの「最澄」と下線部ⓓの「空海」の著作の組み合わせとして最も適切なもの
を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 　 6

①　最澄・『十住心論』　　　空海・『行歴記』
②　最澄・『性霊集』　　　　空海・『立正安国論』
③　最澄・『顕戒論』　　　　空海・『三教指帰』
④　最澄・『興禅護国論』　　空海・『山家学生式』

問 7 　　ウ　 にあてはまる語句として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びな
さい。 　 7

①　国分寺　　　②　西大寺　　　③　唐招提寺　　　④　東大寺

問 8 　　エ　 と 　オ　 の組み合わせとして最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選
びなさい。 　 8

①　エ：神護寺　　　オ：醍醐寺
②　エ：金剛峰寺　　オ：神護寺
③　エ：延暦寺　　　オ：金剛峰寺
④　エ：醍醐寺　　　オ：延暦寺

問 9 　下線部ⓔの「源信」の著作として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びな
さい。 　 9

①　『日本往生極楽記』
②　『往生要集』
③　『日本霊異記』
④　『愚管抄』



日－3

問10　下線部ⓕの「密教」に関する記述として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ
選びなさい。 　10

①　園城寺不動明王像は密教芸術の代表作のひとつとされている。
②　金剛界曼荼羅と胎蔵界曼荼羅は密教の世界観を表している。
③　空海が嵯峨天皇から賜った三十三間堂は密教の根本道場となった。
④　密教の中心仏は大日如来である。



日－4

【問題 2】中世の社会に関する次の文章を読んで、下の問い（問 1～問10）に答えなさい。　

16世紀前半、近畿地方では、ⓐ室町幕府における主導権をめぐる権力争いが続いていた。一
方、その他の地方では、自らの実力で領国（分国）を築き上げ、独自の支配権を確立しようと
する地方権力が誕生した。これが、ⓑ戦国大名である。

戦国大名は、家臣の国人や地侍らの収入額を、 　ア　 に換算した 　イ　 という基準で統一
的に把握し、その地位・収入を保障するかわりに、彼らに 　イ　 にみあった一定の軍役を負
担させた。そして、ⓒ戦国大名は家臣団に組み入れた地侍を上級家臣（寄親）に寄子として預
けるかたちで組織化した。戦国大名のなかには、領国支配の基本法であるⓓ分国法（家法）を
制定する者もあった。また、戦国大名は、新たに征服した土地などでⓔ検地をしばしばおこな
った。

戦国時代には、城下町だけでなく、農村の市場や町が飛躍的に増加した。また、この時代に
は、大寺社だけでなく、新しくつくられた地方の中小寺院の門前町が繁栄した。門前町として
は、伊勢神宮の宇治・山田やⓕ信濃の善光寺の長野などがよく知られている。また、浄土真宗
の勢力の強い地域では、各地にⓖ寺内町が建設された。これら寺内町などに新設された市場や
町は、自由で平等な商業取引を原則として、 　ウ　 などを設けない 　エ　 として存在するも
のが多かった。また、この時代には、遠隔地商業が活発化したため、ⓗ港町や宿場町も繁栄し
た。

問 1 　下線部ⓐに関する次の記述Ⅰ～Ⅲについて、その正誤の組み合わせとして最も適切なも
のを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 　11 　

Ⅰ　1493年に管領細川政元が将軍足利義材（のちの義稙）を廃する政変がおこった。
Ⅱ　細川晴元は家臣の三好長慶によって追放された。　
Ⅲ　松永久秀は幕府の実権を奪おうと足利義教を暗殺した。

①　Ⅰ―正　Ⅱ―正　Ⅲ―誤
②　Ⅰ―正　Ⅱ―誤　Ⅲ―誤
③　Ⅰ―誤　Ⅱ―正　Ⅲ―正
④　Ⅰ―誤　Ⅱ―誤　Ⅲ―正

問 2 　下線部ⓑに関連して、守護出身の戦国大名として誤っているものを、次の①～④のうち
から一つ選びなさい。 　12　 

①　武田氏　　
②　大友氏　　
③　毛利氏　　
④　今川氏　　



日－5

問 3 　　ア　　　イ　 に入る語句の組み合わせとして最も適切なものを、次の①～④のうち
から一つ選びなさい。 　13 　

①　ア―米 　　　イ―貫高
②　ア―米 　　　イ―石高　
③　ア―銭 　　　イ―貫高　
④　ア―銭 　　　イ―石高　

問 4 　下線部ⓒに関連して、戦国大名が編制した家臣団に関する記述として最も適切なもの
を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 　14 　

①　戦場での効果的な運用のため、寄親・寄子制によって組織された足軽集団に鉄砲や長
槍を装備させた。

②　寄親が寄子に与える新恩給与の恩恵によって、軍事行動での協力体制が維持された。
③　何世代にもわたり主家に奉公してきた家臣を外様衆といった。
④　家臣団のなかで、大名がもっとも信頼をおく血縁者の若干名を奉公衆といった。

問 5 　下線部ⓓに関連して、伊達氏の制定した分国法（X）とその条数（Y）の組み合わせと
して最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 　15　 

①　X―塵芥集 　　Y―22
②　X―塵芥集 　　Y―171　
③　X―新加制式 　　Y―22
④　X―新加制式 　　Y―171　

問 6 　下線部ⓔの「検地」に関する次の記述Ⅰ～Ⅲについて、その正誤の組み合わせとして最
も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 　16 　

Ⅰ　武士を専らの対象としたため、寺社・村落は検地の対象から除外された。
Ⅱ　武田信玄のおこなった検地は文禄検地ともいわれている。
Ⅲ　検地の方法は、領主側から土地台帳を出させる方法であった。　

①　Ⅰ―正　Ⅱ―正　Ⅲ―誤
②　Ⅰ―正　Ⅱ―誤　Ⅲ―誤
③　Ⅰ―誤　Ⅱ―正　Ⅲ―正　
④　Ⅰ―誤　Ⅱ―誤　Ⅲ―正　



日－6

問 7 　下線部ⓕの「信濃の善光寺」に関する記述として誤っているものを、次の①～④のうち
から一つ選びなさい。 　17 　

①　本尊は一光三尊阿弥陀仏である。
②　現在の本堂は1707年に再建されたものである。
③　川中島の戦いによって荒廃した。
④　源頼朝によって創建された。

問 8 　下線部ⓖの「寺内町」に含まれないものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　18 　

①　石山　
②　坂本　
③　富田林　
④　吉崎　

問 9 　　ウ　　　エ　 に入る語句の組み合わせとして最も適切なものを、次の①～④のうち
から一つ選びなさい。 　19 　

①　ウ―銅座 エ―楽市
②　ウ―銅座 エ―三斎市
③　ウ―市座 エ―楽市　　　
④　ウ―市座 エ―三斎市

問10　下線部ⓗに関連して、「ガスパル＝ヴィレラ書簡」において「此の町はベニス市の如く
執政官に依りて治めらる」といわれた港町として最も適切なものを、次の①～④のうちか
ら一つ選びなさい。 　20 　

①　堺　
②　博多
③　小浜
④　品川



日－7

【問題 3】次の史料を読んで、下の問い（問 1～問10）に答えなさい。（史料は、一部省略した
り、書き改めたりしたところもある。）

ⓐ此
この

節
せつ

ハ米価 愈
いよいよ

高直に相成、 　ア　 の奉行 幷
ならびに

諸役人共万物一体の 　イ　 を忘れ得手勝
手の政道を致し、 　ウ　 へハ廻米の世話致し、 　エ　 御在所の京都へハ廻米の世話をいた
さゝる而已ならず、五升壱升位の米を買に下り候者共を召捕抔

など

致し……其上勝手我儘の触書等
を度々差出し、 　ア　 市中遊民計

ばかり

を大切に心得候は、前にも申す通、道徳 　イ　 義も存ぜざ
る拙き身故にて、甚以厚

あつ

か間
ま

敷
しく

不届の到り、……是に於て蟄居の我等最早堪忍成難くⓑ湯武の
勢ひ孔孟の徳ハなけれども、無

よんどころな

據く天下の為と存じ血族の禍ひ侵し、此度有志の者と申合せ、
下民を悩し苦しめ候諸役人共を誅

ちゅうりく

戮致し、引続き奢に長じ居候 　ア　 市中金持の町人共を誅
戮致すべく候間、右の者共穴蔵に貯へ置候金銀銭幷諸ⓒ蔵屋敷内へ隠し置候俵米、夫

それ

々
ぞれ

分散配
当致し遣し候間、ⓓ摂、河、泉、播の内田畑所持致さざる者、縦

た と え

令、所持致し候共父母妻子家
内の養方出来難く候程の難渋者へハ、右金米取らせ遣し候間、何日にても 　ア　 市中にⓔ騒
動起り候と聞

き こ え

得候ハヽ、里数を厭ず一刻も早く 　ア　 へ向け一馳参り候面々へ右米金分遣し
申すべく候。……

摂、河、泉、播村々　庄屋・年寄・小前百姓共江

　オ　 八丁酉年月日
 （改訂史籍集覧）

問 1 　この檄文を発した人物として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ
い。 　21

①　大塩平八郎
②　遠山景元
③　徳川家慶
④　渡辺崋山

問 2 　下線部ⓐの「此節ハ米価愈高直に相成」という状況を説明した文として誤っているもの
を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 　22

①　1832～33年には収穫が例年の半分以下となり、全国的な米不足を招き厳しい飢饉に見
舞われた。

②　1836年には天領が多くあった加賀国や三河国でも一揆が起こるほどの厳しい飢饉とな
った。

③　大坂でも飢饉の影響が大きく、餓死者があいついだ。
④　農村のみならず都市部にも困窮した人々が満ちあふれ、百姓一揆や打ちこわしが続発

した。



日－8

問 3 　　ア　　　ウ　 に入る語句の組み合わせとして最も適切なものを、次の①～④のうちか
ら一つ選びなさい。 　23

①　ア　江戸　　　　ウ　大坂
②　ア　大坂　　　　ウ　江戸
③　ア　名古屋　　　ウ　博多
④　ア　博多　　　　ウ　名古屋

問 4 　　イ　 に入る語句として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　24

①　楽
②　信
③　仁
④　礼

問 5 　　エ　 に入る語句として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　25

①　皇帝
②　将軍
③　大老
④　天子

問 6 　下線部ⓑ「湯武の勢ひ孔孟の徳」の「湯武」と「孔孟」について述べた以下の文の正誤
の組み合わせとして最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 　26

X　「湯武」とは殷（商）王朝の湯王と、周王朝の武王のことである。
Y　「孔孟」とは、孔子・孟子のことである。

①　X―正　　　Y―正
②　X―正　　　Y―誤
③　X―誤　　　Y―正
④　X―誤　　　Y―誤



日－9

問 7 　下線部ⓒの「蔵屋敷」の説明として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選び
なさい。 　27

①　蔵屋敷では、初めは武士の蔵役人が蔵物の出納・売却を取り扱ったが、後に商人に委
託されるようになった。

②　蔵屋敷とは、諸藩・旗本などが、年貢米・国産物を販売するためにおいた倉庫兼取引
所のことである。

③　蔵屋敷に集められた年貢米・国産物などを総称したものを蔵物という。
④　蔵屋敷は、大坂・江戸・長崎・大津など幕府の直轄都市におかれ、中でも大坂の堺に

集中した。

問 8 　下線部ⓓの「摂、河、泉、播」に関連して、下の地図上の A～D との位置関係の組み
合わせとして最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 　28

①　摂―A　　　河―B　　　 泉―C　　　 播―D
②　摂―B　　　 河―C　　　 泉―D　　　 播―A
③　摂―C　　　 河―D　　　 泉―A　　　播―B
④　摂―D　　　 河―A　　　泉―B　　　 播―C
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日－10

問 9 　下線部ⓔの「騒動」の内容として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選びな
さい。 　29

①　買占めで不当な利益をむさぼっている商人を殺害すること。
②　商人の貯め込んだ金銀米銭を奪い分配すること。
③　庶民の困窮をかえりみない役人を殺害すること。
④　贅沢な生活をしている貴族を脅迫すること。

問10　　オ　 に入る語句として最も適切なものを次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　30

①　嘉永
②　寛政
③　享保
④　天保



日－11

【問題 4】第一次世界大戦後の国際関係について述べた次の文章を読んで、下の問い（問 1～
問10）に答えなさい。

1914年に始まった第一次世界大戦は1918年に休戦が成立した。翌年、パリで講和会議が開催
されることとなり、五大連合国の一員として参加した日本は、ⓐ西園寺公望らを全権として送
った。この会議では第一次世界大戦後の国際体制の構築について話し合われ、 6 月に講和条約

（ヴェルサイユ条約）が調印された。1920年には、史上初の国際平和機構であるⓑ国際連盟が
発足した。こうして、いわゆるヴェルサイユ体制が成立した。

なお、日本はこの条約によって 　ア　 の旧ドイツ権益の継承などを認められたが、この問
題については会議中からアメリカや連合国の一員として参加していた中国が日本を批判し、と
くに中国国内では学生や労働者などによって反日国民運動が起きた。戦勝国としてのぞんだ講
和会議ながら、アメリカや中国から批判されたことは、日本の外交官や新聞各紙記者らに衝撃
を与えた。こうした風潮の中で、たとえば北一輝は 　イ　 を書くことになる。

また、極東の新情勢に対応するため、1921年11月にアメリカの提唱によって国際会議が開催
されることになった。いわゆるⓒワシントン会議である。日本は 　ウ　 やⓓ幣原喜重郎らを
全権として派遣し、複数の条約に調印した。こうして構築されたアジア・太平洋地域の新しい
国際秩序はワシントン体制と呼ばれ、 　エ　 のⓔ高橋是清内閣はこれを積極的に受け入れ、
協調外交の基礎をつくった。この方針はこの後の内閣にも引き継がれ、1924年に 　オ　 の
ⓕ加藤高明内閣が成立すると、 　オ　 も外交方針を転換し、幣原外相のもとでいわゆる幣原
外交を進めた。

問 1 　下線部ⓐの説明として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　31

①　板垣退助の後を受けて立憲自由党の総裁になった。
②　第 1 次西園寺内閣において、鉄道国有法を制定した。
③　第 2 次西園寺内閣において、 2 個師団増設問題をめぐり陸軍と衝突した。
④　大正後期以降、唯一の元老として立憲政治の保持に尽力した。

問 2 　下線部ⓑの事務局が設置された都市として最も適切なものを、次の①～④のうちから一
つ選びなさい。 　32

①　ウラジヴォストーク
②　ニューヨーク
③　ジュネーヴ
④　ロンドン



日－12

問 3 　　ア　 に入る語句として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　33

①　福建省
②　台湾
③　山東省
④　満州

問 4 　　イ　 に入る語句として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　34

①　『日本改造法案大綱』
②　『恩讐の彼方に』
③　『日本列島改造論』
④　『何処へ』

問 5 　下線部ⓒの説明として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　35

①　アメリカ大統領ハーディングの提唱によって開催された。
②　四カ国条約が調印され、これにより日英同盟協約の終了が同意された。
③　日米など 5 カ国間で海軍軍縮条約が調印され、主力艦の保有量が制限された。
④　日米など15カ国間で不戦条約が調印され、戦争の放棄が定められた。

問 6 　　ウ　 に入る語句として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　36

①　広田弘毅
②　小村寿太郎
③　東条英機
④　加藤友三郎



日－13

問 7 　下線部ⓓに関連して、1945（昭和20）年に成立した幣原内閣がマッカーサーから指示さ
れた五大改革指令の内容として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ
い。 　37

①　参政権付与による女性の解放
②　労働組合の結成禁止
③　教育制度の自由主義的な改革
④　経済機構の民主化

問 8 　　エ　 と 　オ　 に入る語句の組み合わせとして最も適切なものを、次の①～④のうち
から一つ選びなさい。 　38

①　エ：憲政党　　　　オ：憲政本党
②　エ：憲政本党　　　オ：憲政党
③　エ：立憲政友会　　オ：憲政会
④　エ：憲政会　　　　オ：立憲政友会

問 9 　下線部ⓔの説明として最も適切なものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　39

①　浜口雄幸首相の暗殺をうけ、首相として後継内閣を組織した。
②　田中義一内閣の蔵相をつとめ、金融恐慌を収拾した。
③　犬養毅内閣の蔵相をつとめ、金輸出を解禁した。
④　岡田啓介内閣の蔵相をつとめたが、在任中に五・一五事件で暗殺された。

問10　下線部ⓕの説明として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。
　40

①　渋沢栄一の娘を妻とした。
②　第 2 次大隈重信内閣の外相をつとめ、中国に対し二十一カ条の要求をおこなった。
③　首相として、普通選挙法を制定した。
④　首相として、治安維持法を制定した。
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